
第４学年国語科指導案 

 

 

１ 日 時   令和３年 １１月 １９日（金） ２校時（９：３５～１０：２０） 

 

２ 学年・組  第４学年１組 （３０名） 

 

３ 単元名   新美南吉の世界をたんけん！～ビブリオバトルをしよう～ 

「ごんぎつね」 

 

４ 単元の目標 

（１） 様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語彙を豊かに

することができる。（（１）オ）                     （知識及び技能） 

（２） 文章を読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気付

くことができる。（C（１）カ） 

登場人物の気持ちの変化や性格，情景について，場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像す

ることができる。（C（１）エ）                （思考力，判断力，表現力等）                                                                                      

（３） 言葉がもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考えを伝え合お

うとする。                        （学びに向かう力，人間性等） 

 

５ 単元で取り上げる言語活動 

  物語を読んで，自分が考えたことを（ミニ）ビブリオバトルを通して伝え合う。 

 

６ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 様子や行動，気持ちや性格を

表す語句の量を増し，話や文

章の中で使っているととも

に，語彙を豊かにしている。

（（１）オ） 

① 「読むこと」において，文章

を読んで感じたことや考え

たことを共有し，一人一人の

感じ方などに違いがあるこ

とに気付いている。（C（１）

カ） 

② 「読むこと」において，登場

人物の気持ちの変化や性格，

情景について，場面の移り変

わりと結び付けて具体的に

想像している。（C（１）エ） 

① 進んで，文章を読んで感じた

ことや考えたことを共有し，

一人一人の感じ方などに違

いがあることに気付き，見通

しをもって物語を読み，自分

が考えたことを伝え合おう

としている。  

 

 

 

 



７ 単元について 

（１）児童観 

本学級の児童は，これまでに「白いぼうし」「一つの花」の学習において，一人一人が疑問に思っ

たことを出し合い学習課題を作り，叙述を基に登場人物の心情の変化等を読み取る学習を行ってき

た。本文に着目させ，根拠をはっきりさせてから自分の考えをもつようにしてきたが，叙述を基に考

えることができていなかったり，叙述のみにとどまって自分の考えが含まれていなかったりする児

童もいる。そこで，自分の考えを伝え合う言語活動を取り入れることで，自分とは違う考え方に気付

いたり，新たな発見をしたりできるようにしてきたことにより，自分の考えや思いを表現できるよう

になってきていると感じる。一方で，一人一人の感じ方の違いを理解したり，認めたりすることが難

しい児童もいる。また，自分の考えを伝えるだけにとどまり，友達の意見を聞いていなかったり，自

分の考えと友達の考えを比較して，さらに考えを深めたりできる児童はまだ少ない。 

また，読書をした後に記述する「読書の記録」で，様子や行動，気持ちを表す語句（「言葉のたか 

ら箱」）を使用して記述したり話し合ったりする活動を取り入れているが，習得している語彙が不十

分な児童が多い。「言葉のたから箱」をいつでも確認できるようにしたり，分からない言葉は辞書で

調べたりして，語彙を増やし，さらにその語句を正しく使って文を作るなどの活動を繰り返し行って

いる状況である。 

  

（２）教材観 

   本教材は，「ごん」のひたむきな思いや行動に，児童が寄り添いながら読むことができる物語であ

る。ちょっとしたいたずら心が思わぬ影響を及ぼしてしまうこと，せめてもの償いをという切ない思

い，一方的な共感，無私のはずの償いの行為の底にも認められたい思いがあること等々，どれもが

「人間」という存在の底にあるものである。自我が芽生えようとするこの時期に，自分の心の奥をの

ぞく体験をさせるのに適した教材である。また，想像力を高めさせることにもつながると思われる。

さらに，それが今後の人間理解や仲間づくりにも役立っていくものと考える。 

 

（３）指導観 

   「ごんぎつね」では，場面の様子や登場人物の行動，気持ちや性格を表す言葉を取り上げ，言葉の

意味を調べたり他の言葉と比較したりする中で，語彙量を増やしていきたい。場面の展開に沿って人

物の気持ちの変化を想像しながら読む力も育てていきたいと考える。そのため，場面ごとに区切って

気持ちを考えるのではなく，物語全体から考えていくようにしていきたい。また，情景を表す語句に

も着目し，叙述を根拠に考えていきたい。伝え合いの場面では，付箋を使い，自分の考えとの共通

点・相違点を相手に伝え，感じ方の違いを視覚化できるようにする。そして，伝え合いの後には振り

返る時間を設け，再度書く活動を行うことにより，自分の気付きを視覚化して捉え直し，考えを明確

にできるようにしていきたいと考える。 

 本単元では，物語を読んで，自分が考えたことを（ミニ）ビブリオバトルを通して伝え合うことを

言語活動として設定した。単元の始めに，ビブリオバトルを行うことを見通しとしてもたせる。学習

課題ごとにごんの気持ちを考えていき，最後にはミニビブリオバトルを行う。このミニビブリオバト

ルは，本来のビブリオバトルをアレンジさせている。ごんがどのような気持ちでいるのかを叙述を基



に読み取り，読み取ったものをグループで交流し，ミニビブリオバトルを行う。その後五次では，新

美南吉の書いた本から自分が紹介したい作品を選ばせ，ビブリオバトルを行う。自分が判断の根拠と

したことを他者と比べることを通して，自らの感想や考えを見つめ直すとともに，物語に対する理解

をより深め，一人一人の感じ方の違いを認めることができるようにしたい。 

 

８ 単元の指導計画（１２時間扱い） 

次 時 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

０  〇新美南吉の絵本を教室に置

いておく。 

〇新美南吉の紹介（写真など

掲示）をする。 

〇ビブリオバトルの映像を見

る。 

・新美南吉について興味を

もつことができるように

する。 

・ビブリオバトルについて

知り，学習の見通しをも

てるようにする。 

 

一 １ 

 

 

〇学習のねらいや進め方を捉

え，見通しをもつ。 

〇全文を通読し，ごんがどんな

きつねかを話し合い，初発の

感想をまとめる。 

 

・学習のねらいと言語活動

の内容を具体的に示し，

学習の見通しがもてるよ

うにする。 

・疑問に思ったことを初発

の感想として書くように

する。 

 

二 ２ 〇学習課題（バトルテーマ）を 

設定する。 

・場面ごとに学習課題を出

し合い，設定していくこ

とで，物語のあらすじを

つかむようにする。 

 

三 ３ 

・

４ 

・

５ 

本 

時 

・ 

６ 

・

７ 

〇学習課題に沿って，ごんの行 

動や気持ちについて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人物像を捉える際には，叙

述を基づいて自分の考え

を伝えることができるよ

うに促す。 

 

 

◎辞書などを使って，登場

人物の気持ちを表す語

句を知り，文脈に合わせ

て使っている。〔知①〕 

【発言・バトルカード】 

〇場面と場面を結び付け

たり，友達の考えと比べ

たりして，登場人物の気

持ちの変化を読み取っ

ている。〔思②〕 

【発言・バトルカード】 

◎友達の感想や考えを聞



 

 

き，感じ方などに違いが

あることに気付いてい

る。〔思①〕 

【発言・バトルカード】 

四 ８ 

・ 

９ 

〇ミニビブリオバトルの準備

をする。（「ごんぎつね」の魅

力をまとめる。） 

・ごんの行動や気持ちを整

理し成長を捉えるように

する。 

〇場面と場面を結び付け

たり，友達の考えと比べ

たりして，登場人物の気

持ちの変化を読み取っ

ている。〔思②〕 

【発言・バトルカード】 

〇ミニビブリオバトルを行い，

「ごんぎつね」の魅力を伝え

合う。 

・共有したごんの成長を，根

拠となった物語の表現を

生かして発表させる。 

◎友達の感想や考えを聞

き，感じ方などに違いが

あることに気付いてい

る。〔思①〕 

【発言・バトルカード】 

五 10 

・ 

11 

〇紹介したい新美南吉の本を

選び，紹介する内容を考え

る。 

〇作成したカードを基に，ミニ

ビブリオバトルを行う。 

・並行読書を行い，読書の幅

を広げておく。 

・友達との交流を親しむよ

うにする。 

◎友達の感想や考えを聞

き，感じ方などに違いが

あることに気付いてい

る。〔思①〕 

【発言・バトルカード】 

◎進んで，文章を読んで感

じたことや考えたこと

を共有し，一人一人の感

じ方などに違いがある

ことに気付き，見通しを

もって，物語を読んで自

分が考えたことを伝え

合おうとしている。〔主

①〕【観察・発言・バト

ルカード】 

12 〇ビブリオバトルを行い，チャ

ンプ本を決める。 

・一人一人の見方に触れた

り，本の面白さを共有し

たりする中で，楽しさへ

とつなぐようにする。 

 

９ 主体的な伝え合いのために 

主体的な伝え合いを行っていくために，（ミニ）ビブリオバトルという児童が興味関心をもてるよう

な言語活動を設定した。（ミニ）ビブリオバトルでは，自分の考えをしっかりと伝え合う時間を設ける。

教材文を読む際にも，ペアトークやグループトークを取り入れ，自分の考えを伝える時間を設けるよう

にする。友達との共通点や相違点などに気付き，新たな発見をさせていきたい。 

 

 



＜主体的な伝え合いを目指す指導系統表＞ 

 低学年 中学年 高学年 

目 

 

的 

・友達のよいところを見付

ける。 

・友達と話をつなげる。 

・自分の考えと友達の考えを比

べる（共通点・相違点）。 

・自分の考えを広げたり，まと

めたりする（整理・関係付ける

る）。 

方 

 

法 

・ペアトーク ・グループトーク 
・学級全体で話し合う。 
（司会を立てて，順番を決めて
等） 

・フリートーク 
・それぞれの立場から伝える。 

内 

  

容 

・友達と確かめる。 

・感想を伝え合う。 

・紹介する，説明する，報告

する。  

・グループに分ける。 

・調べたことを伝え合う。 

（説明，報告等） 

・意見や提案を伝え合う。 

場 感想の交流・集団解決・振り返り・発表会・報告会 など 

伝
え
合
い
を
支
え
る 

日
常
の
継
続
的
取
組 

・亀っ子１０
て ん

（まなびの約束） 

・亀崎メソッド 

・亀崎いっぱい運動（時間いっぱい話す・文をいっぱい読む・マス目いっぱい書く） 

・聞き方名人・話し方名人（つながり発表） 

・読書の記録（「言葉のたから箱」のことばを使って書く。）年間２０冊以上を目標 

 

１０ 本時の学習（第二次５時） 

（１）目標 

ごんの気持ちについて考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがあることに気付くこ

とができる。                                 

 

（２）展開 

学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ 前時までの学習を振り返

る。 

 

２ めあてを確認する。 

 

 

 

３ 本時の学習課題を確認す

る。 

 

 

 

４ ごんの気持ちをバトルカー

ドに書く。 

・自分のバトルカードを見て，前

時のごんの気持ちを振り返っ

ておくようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・叙述を基に想像することを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて  ごんの行動や気持ちの変化を考え，友達と伝え合おう。 

なぜ，ごんは，兵十の家にくりや松たけを持って行ったのだろうか。 



 

 

 

５ 書いたカードを使って交流

する。 

 ・グループ交流 

 ・全体交流 

 

  

   

 

 

 

６ バトルカードを読み合い，

交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 自分のカードを見直す。 

 

８ 振り返りをする。 

 

 

・行動や情景を表す部分に線を

引かせる。 

 

・児童から出た考えを黒板に書

かせ，その後，似た考えや異な

る考えを加えていくようにす

る。 

・出た意見に対して疑問があれ

ば，質問する時間を設け，様々

な意見を出させ，ごんの気持

ちを深く考えていけるように

する。 

 

・情景やごんの行動から想像し

た気持ちを指し示しながら，

話し合うようにする。 

・自分の考えと友達の考えを比

べながら聞くようにする。 

 

＜主体的に伝え合うために＞ 

・付箋を使い，自分の考えとの共

通点・相違点を相手に伝え，感

じ方の違いを視覚化できるよ

うにする。 

・どのような表現がよかったの

かを共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎友達の考えを聞き，感じ

方などに違いがあることに

気付いている。（思①）【発

言・ビブリオバトルカード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


